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枝廣淳子『地元経済を作りなおす―分析・診断・対策』岩波書店 2018年 

 
2. 目次 

まえがき 
序章  なぜいま、地域経済か p1 

しなやかに強い地域の鍵は、しっかりした「地域経済」 
第 1章 地域へ戻りつつある経済 p11 

経済が地域へ戻っていく理由/日本の地方に特有の問題状況 
第 2章 あなたの地域は「漏れバケツ」？ P19 
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第 8章 地域経済を考え直す―水俣市と下川町はいま p139 
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「漏れ」から始まる創造事業/利害の対立する事業者の巻き込み方/永続するエネル
ギーと地域経済の土台を作る/さらに足腰の強い地域経済に 

第 9章 地域経済を取り戻す―トットネスで始まる「新しい物語」 p165 
トットネスの町とトランジション・タウン運動/食の「リ・ローカリゼーション」
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4. 選定理由 
1. 地元経済に注目し理解する 
2. 自分たちに身近な経済問題である 
3. 地元経済という題材が現代の日本にとって重要な視点になると考えた 
4. 地元経済の現状 
5. 地元経済の変遷 
6. 地元経済の問題とは何か 
7. 地元経済の考え方を利用した地域の循環とは 
8. お金や雇用を外部に依存しない方法とは 
9. 具体的な市町村の取り組みを理解する 
10. 地元経済の将来の理想形とは 


